
①高水敷掘削
（ステップ１）

下流直轄区間の進捗に合わせた上流桂川本川の段階整備について

○嵐山より下流の河川整備の進捗に合わせた段階整備を実施
○あわせて、高水護岸整備や堤防強化を実施
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H29年度

③整備計画（S28洪水対応を目指す）

・霞堤嵩上げ（+100cm）

①緊急治水対策

＜スケジュール案＞

②平成16年台風23号対応

②霞堤 嵩上げ（ステップ２）

嵐山2,300m3/s（HWL）

②’霞堤 嵩上げ（ステップ２’）

・霞堤嵩上げ

整備計画完了
（直轄区間）

整備計画完了
（京都府区間）

嵐山2,900m3/s（HWL）

高水護岸整備、堤防強化

※嵩上げ高さは下流の整備内容
により決定（国と調整が必要）

★左岸溢水対策

嵐山2,300m3/s
（満杯）

・霞堤嵩上げ
（計画高水位(ＨＷＬ)まで）

・河道掘削
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上下流バランスを
確保しながら

可能な箇所から着手

資料－７

③整備計画（ステップ３）
（S28洪水対応を目指す）



（本堤部）（霞堤部）

本堤嵩上げ
（＝完成堤防）

高水敷掘削
約80cm

②段階整備（ステップ２）
（下流河川にあわせた整備）

③整備計画（ステップ３）
（S28洪水対応）
（概ね１／３０）

④将来計画
（１／１００）

（本堤部）（霞堤部）
霞堤嵩上げ
（現況から約100cm）

（本堤部）（霞堤部）

河道掘削

（本堤部）
（霞堤部）

①S57年対応（概ね１／１０）
＋高水敷掘削（ステップ１）
（H29年6月完了）

河川整備計画完了

将来計画完了

霞堤嵩上げ
（計画高水位（HWL)まで）

霞堤嵩上げ
（＝完成堤防）

下流の整備にあわせて、さらに
嵩上げ（国と調整が必要）
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※保津峡の掘削については、実施時期を検討し、関係機関と調整を図る

桂川上流圏域の段階整備イメージ

河道掘削


